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平成３０年度３月補正予算案 

Ⅰ 規 模 

 一 般 会 計          ８０億２，７２６万円 

 特 別 会 計          １５億２，２５０万円 

 企 業 会 計          ３２億７，７１２万円 

   総       額                  １２８億２，６８８万円 

Ⅱ 補正予算案の概要

１ 一般会計補正予算案             ８０億２，７２６万円 

（１）国の補正予算関連             ５１億６，７６５万円   

ア 平成３０年７月豪雨による災害関連      １億６，５００万円 

① 災害関連地域防災がけ崩れ対策事業            １億円 

平成３０年７月豪雨の激甚災害指定に伴い実施される県の補助事業を活用

し、１２月補正予算で調査・測量・設計した崩落箇所のうち着手が可能とな

った箇所の工事に要する経費。 

② 災害廃棄物処理対策事業             ６，５００万円 

平成３０年７月豪雨に伴う災害廃棄物の処理について、当初の想定を超える

処理量等が見込まれるため、必要となる収集、運搬等に要する経費。 

イ 防災・減災、国土強靭化関連        ２７億８，７５６万円 

① 小・中・特別支援学校の外壁改修事業     １６億３，１８０万円 

小・中学校及び特別支援学校（１６校）の外壁改修に要する経費。

② 道路事業                  １億１，０００万円 

土砂災害等の危険性が高い緊急輸送道路の法面対策等（国道１９９号ほか３

路線）に要する経費。 



２ 

③ 河川改修事業                １億２，０００万円 

浸水対策を推進するために行う紫川の河道掘削に要する経費。 

④ 海岸（高潮）事業              ３億５，３００万円 

高潮災害対策を推進するための護岸改良工事（白野江地区、新門司地区）に

要する経費。 

 ⑤ 折尾地区総合整備事業（街路）        ２億９，０００万円 

折尾駅周辺の幹線道路の拡幅（無電柱化の推進）に要する経費。 

⑥ 障害福祉施設整備事業            ２億８，１０７万円

障害福祉施設の建て替えに対する補助に要する経費。 

⑦ 民間保育所ブロック塀改修事業            １６９万円 

地震による倒壊等の未然防止のためのブロック塀等改修への補助に要する

経費。 

ウ 地方創生拠点整備交付金関連         ２億７，８７０万円 

① 三郎丸市民センター大規模改修        １億５，２７０万円 

生涯活躍のまちの推進に資する多世代交流の拠点施設とするため、三郎丸

市民センターのバリアフリー化等の大規模改修に要する経費。

② 北九州市立文学館展示リニューアル事業    １億２，６００万円 

地域資源の効果的な活用として、２０２０年の北九州市立文学館リニューア

ルオープンに向けた展示改修及び展示資料製作等に要する経費。 

エ 上記以外の事業              １９億３，６３９万円 

① 小・中学校の空調設備整備事業         ４億９，３５０万円 

中学校（４７校）音楽室と小学校（１０校）理科室のエアコン整備に要する

経費。 

② 道路事業                  ６億５，０００万円 

防災・安全対策のための橋梁、トンネル等の補修補強整備（国道３２２号ほ

か１０路線）に要する経費。 

③ 公園整備事業                  ７，０００万円 

防災・安全対策のために行う和布刈公園の法面整備に要する経費。 

④ ブロック塀安全対策事業（公園）         ３，０００万円 

地域防災計画に位置付けられた公園のブロック塀の倒壊等を防止するため

の対策工事（到津の森公園ほか 2 公園）に要する経費。



３ 

⑤ 響灘東地区処分場整備事業                ５億円 

廃棄物処分場の護岸工事等に要する経費。 

⑥ 風しん抗体検査事業               ４，１４０万円 

全国的な風しんの発生状況等を踏まえ、特に定期予防接種を受ける機会がな

かった世代の男性に対する風しんの抗体検査を行う経費。 

⑦ 保育所等における ICT 化推進事業           ９７５万円

保育所等の業務効率化のためのシステム導入への補助に要する経費。 

⑧ 潜在保育士の保育所再就職・復帰支援貸付金交付事業 

８，１８０万円 

待機児童の解消を目指すため、潜在保育士（離職中の保育士資格取得者）に

対して、保育所への再就職準備金等の貸付を行う経費。 

⑨ ひとり親家庭職業訓練促進資金貸付金交付事業   ５，９９４万円 

ひとり親家庭の自立促進を図るため、資格取得を目指すひとり親家庭の親に

対する入学準備金等の貸付を行う経費。 

（２）政策的経費等                 ８億９，６６１万円  

ア 新科学館整備事業                ６，８７０万円

スペースワールド跡地へ移転新設を検討している新科学館の基本設計等に要す

る経費。

イ 埠頭保安施設整備事業            １億７，７００万円

北九州港内の埠頭保安施設に設置しているフェンス・ゲート等について、安全

性確保のための更新及び整備に要する経費。

ウ ふるさと寄附金促進事業             ４，３６０万円 

「ふるさと北九州市応援寄附金」について、昨年末に想定を超える寄附金があ

り、今後も寄附金額の増加が見込まれるため、必要となる返礼品の調達等に要す

る経費。

エ 障害児通所・入所支援            ４億８，１３１万円

放課後等デイサービス等の利用者の増加に伴う経費。 

オ 健康診査                  １億２，０００万円

医療機関や区役所、市民センター等で実施している健康診査について、胃がん

検診等の受診者の増加に伴う経費。 



４ 

カ レインボープラザ損害賠償金             ６００万円

レインボープラザ地下1階の天井部分の一部落下によるプール使用中止に対す

る損害賠償に要する経費。 

（３）基金への積立及び財源補正         １９億６，３００万円  

ア 基金への積立               １９億６，３００万円 

① 北九州市学校応援基金積立金           １，４００万円 

学校教育の推進に役立てることを目的として受け入れた寄附金について、新

たに基金を設置し、積み立てを行うもの。 

② その他の基金               １９億４，９００万円 

財政調整基金、公債償還基金、都市高速鉄道等整備基金について、決算剰余

の一部、基金運用利子等を積み立てるもの。 

イ 財源補正                

地方交付税及び臨時財政対策債の額の決定等に伴い、年度末の所要財源の整理 

として財源補正（地方交付税、臨時財政対策債の増額、財政調整基金等の取崩の

抑制等）を行うもの。 

      ・地方交付税        （財源補正額   ２２億１，１３５万円） 

      ・臨時財政対策債      （財源補正額    ３億６，７００万円） 

      ・財政調整基金等取崩    （財源補正額  ▲２３億６，０９６万円） 

２ 特別会計補正予算案            １５億２，２５０万円 

（１）国民健康保険特別会計           １３億７，９００万円  

療養給付費等負担金の平成２９年度事業実績の確定に伴う超過交付額につい

て、国に返還する経費。 

（２）臨海部産業用地貸付特別会計         １億４，３５０万円  

土地の一部を売却処分したことに伴い、一般会計に借入金を償還するもの。 



５ 

３ 企業会計補正予算案             ３２億７，７１２万円 

（１）下水道事業会計                       １０億円  

国の補正予算（防災・減災、国土強靭化）関連 

雨水管整備等による浸水対策や管渠
きょ

の耐震化等に要する経費。 

（２）公営競技事業会計             ２２億７，７１２万円  

競輪事業において、競輪祭の発売額が当初の見込みを上回ったことなどから、

車券発売収益及び関連経費の増額補正を行うもの。 

４ 繰越明許費                ２３１億２，９６８万円 

    繰越明許費については、道路、河川、街路事業などにおいて、関係機関等との協

議に日時を要したことや、本補正予算案成立後の発注となり適正な工期を確保でき

ないことなどの理由により、年度内の事業の執行ができない見込みのものについて、

全会計で２３１億２，９６８万円を繰り越すもの。 


